


生活と哲学

 これらの社会科、家庭科（消費者教育）、
リテラシーは、日常生活を批判的に吟味
する能力の育成を目的としている。

 これらの「市民・公民」と「家庭科」の
先に、生の基盤に関する批判的吟味とし
ての哲学を接続すべきである。

 すなわち、「市民＝主権者」教育として
の哲学＝フランスの哲学教育の理念。



2010年5月7日朝日新聞

生活保護という制度を
知らない。知っていて
も、それを使うことが
市民の権利だと知らな
い。





 アメリカの中学生向けの哲学の教科書
（Philosophy for Teens）は、問題解決型

学習と正当的周辺参加型学習に基づいて
いる。



Philosophy for Teens 目次

 第一部 美

 第二部 真理

 第三部 正義

 第四部 神



 第一部 美（beauty）

 第一章 愛とは何か

 第二章 美とは事実か、好みの問題か

 第三章 芸術の目的とは何か

 第四章 健康と美には違いがあるか



第一章 愛とは何か

 ７～８頁

 若者ジェンとマットの会話：写真の彼女
は美しいか。ジェンは写真の女性が好き。

 美は魂のなかにある（マット）

 対象に外在する（ジェン）。



質 問：8頁

 マットは、なぜ美は見えないと言い、
ジェンは見えると言うのか。

 あなたが美しいと思う人を記述しなさい。
その人はその記述された性質ゆえに美し
いのか、それとも他の理由からか。

 あなたが愛している人を記述しなさい。
なぜその人を愛しているのかと問われた
ら、何と答えるか。

 ロマンティックな愛と友愛とどう違うか。



哲学説の紹介（9～11頁）

 「愛とは何か」と愛と美の関係に関する
伝統的な哲学説の紹介

 プラトン『饗宴』：愛の合理性、イデア
説

 モンテーニュ：愛の不合理性

 哲学者や説に関する囲み記事

 ジェンとマットの意見との関係



議論のための問題（12頁）

 １．ジェンとマットの意見を、哲学説を関
係づけなさい。

 ２．実生活で二人のひとのなかから一人を
選ぶ場面（旧友と恋人）を想定しなさい。
その選択は合理的か非合理か。

 ３．すべての美しいものには美のイデアが
あるというプラトンの考えに賛成か。

 ４．合理的であることと自由であることの、
どちらがあなたにとって重要か。

 ５．友情が愛情に変わることはあるか。



活動 activities（12頁）

 活動 activities 
 １．あなたの愛の哲学をうたった歌を書

きなさい。

 ２．親友に、なぜその人を愛しているの
かを書いた手紙を書きなさい。



社会での行為 community action 
steps（13頁）
 １．グループで野外キャンプに行き、共通

の課題に挑戦してみなさい。

 ２．年上の親戚に小説を読んであげて、敬
愛していることを示しなさい。

 ３．地域の子どものためのお兄さん・お姉
さんになりなさい。

 ４．中学生の電話相談のヴォランティアを
しなさい。

 ５．あなたの学校で「ヴァレンタインの日
の祝祭」を計画しなさい。



特 徴

 同世代の会話から問題に入り、哲学説に
よる問題の定式化

 「ディスカッション」と「実践」

 「社会での行為の段階 community action 
steps」がきわめて意義深い。座学やお
しゃべりに終始しないことの重要性。

 とくに道徳は、実践し、そのなかで学ぶ
ことが大切である。



ブルニフィエの哲学教育

 O. Brenifier. L’apprenti
philosophe: L’Etat et la 
societe. Nathan, 2002.

→高校用のテキスト

 PfTとほぼ同じ構成。

会話文→哲学説の紹介→

質問と議論

行為がないのが残念



『子ども哲学』における対話



ブルニフィエ『こども哲学』

 人生ってなに？：しあわせ、不幸、存在、
人生の意味、死

 よいことと，わるいことってなに？：
ルール、やさしさ、ききわけ、ことば、
自由、思いやり

 自分ってなに？：どうぶつ、成長、親、
外見、自由

 きもちってなに？：愛情のしるし、やき
もち、けんか、恋、ともだち、臆病



 知るってなに？：わかる、頭をひねる、
頭に入れる、学校、考え、想像力

 いっしょにいきるってなに？：ひとり、
そんちょう、意見、平等、しごと、リー
ダー

 自由ってなに？：意志、みんな、おとな、
囚人、けんり、やくわり

















「こども哲学」での学び

 議論形式の哲学教育は、小学校から十分
に可能である。

 批判的思考の育成

 問答による自分の価値（共通・独自）の
明確化



生活と哲学

 これらの社会科、家庭科（消費者教育）、
リテラシーは、日常生活を批判的に吟味
する能力の育成を目的としている。

 これらの「市民・公民」と「家庭科」の
先に、生の基盤に関する批判的吟味とし
ての哲学を接続すべきである。

 すなわち、「市民＝主権者」教育として
の哲学

 →教科書作りから始めるとよい。



 教材は、学習の過程で収集され、利用さ
れ、構成されるべきである。

 →テキストを固定的・順序的に教える必
要はない。

 真の問題解決は、人の仮説形成と検証の
帰結がその人自身に帰せられることにあ
る。

 →生活実践のなかで仮説が検証され、Ｐ
ＤＣＡサイクルを形成すること。



ご静聴ありがとうございました




